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　大学の法人化と同時に現職に就任し、
早いもので、3年が経過しようとしていま
す。2008年には、全国の230施設で看護職
の副病院長が誕生し活躍していると伺い
ます。役割として重要なことは、病院職
員の半数近くを占める看護職が患者さん
に24時間、一番近いところで看護をして
いる代表として、患者さんの視点に立っ

た病院経営、運営、医療（看護）の提供ができるよう提案、実践す
ることと考えております。 
　今、医療を取り巻く環境は日々変化していると同時に、諸課題の
対応はスピードが要求されます。このような中、私の副病院長の主
な担当は①「患者サービス向上」②「病院機能改善」に関すること
です。①は、患者サービス向上委員会の活動を通して、患者さん、
病院訪問者、学生、職員から「選ばれる病院」になることを目指して、
接遇、病院のアメニティの改善、投書の対応、サービスに関する研
修会の開催などを行ってまいりました。②は、手厚い看護の提供に
向け「7対1の看護配置の体制」を整備すること、また、部門、部署
等で目標管理による「患者サービスの向上」、「よりよいチーム医療」、
「経営改善」等に関する取り組みを進めています。 
　法人化前には実行できなかった諸問題・懸案事項は、着実に取り
組み、患者サービスの向上、機能充実に向け前進していると言えます。 
　今後も、患者さん、職員の皆様のご理解とご協力を得て、より良
い魅力ある病院づくりに邁進していかなければと取り組んでまいり
ますのでよろしくお願い致します。 

患者さんの視点に立って 外来化学療法センターのリニューアルオープン

北原　和子 副病院長兼看護部長 石田　卓 臨床腫瘍センター　センター長 

　外来化学療法室が、より快適な外来治療をめざして、
本年1月5日に「外来化学療法センター」としてあら
たにオープンしました。昨年までは病院2階の第二
外科の処置室を間借りしておりましたが、ほぼその
真上にあたる3階に移転しました。 
　これまでは13床でしたが、広さにゆとりができた
ため、ベッド10＋チェア10の計20床でのスタートです。
壁紙も優しい柄のものを選び、天井灯も横になって
上を見たときに目に優しい光になるように設計しま
した。車椅子対応のトイレもあり、専用のBGM装置
も設置されました。DVDソフト・再生機の無料貸し
出しも引き続き行っています。 
　センター内にはあらたに無菌調剤可能なミキシン
グルームが設置され、専任の薬剤師が治療薬の準備
をそこで行うため、患者さんの待ち時間も短縮され
ています。 
　移転当初、会計などの混乱が多少あり、利用者の
方によってはご不便をおかけすることがありました
ことをお詫びします。今後も患者さんに優しく、快
適な治療ができるように工夫していきます。みなさ
まどうぞよろしくお願いいたします。 

○第三内科のご紹介
○頭痛専門外来を4月より開設します
○附属病院内サイン工事について

○病気のまめ知識冬の乾燥肌対策
○看護助手にユニフォームができました
○「きいてください 院長さん」投書箱から

○栄養士からアドバイス 
──みなさんは朝ごはんを食べていますか？──

○「機械設備管理　ダイダン」です
○病院ボランティア「けやきの会」 りれー通信5
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第三内科のご紹介

加藤　哲夫 内科学第三講座 

附属病院内サイン工事について

頭痛専門外来を4月より開設します

　光が丘に附属病院が移転してから21年が経過し、院内
の表示や誘導サインの劣化が進んでいますので、これら
を改修することとなりました。 
　新しいものは、文字のサイズや形に配慮し「読みやす
く」、絵文字などを活用して「わかりやすい」表示とし、
色も連続させることにより「迷わずに」目的の場所へ到
着できるようにします。また色彩は安心感があり居心地

のよいものを目指しております。 
　掲示物なども決められた掲示板に貼ることにより建物
内部を整理された雰囲気といたします。改修工事場所は1
階と2階になり工事期間中は来院者の皆様にご迷惑をおか
けしますが、よりよい病院づくりを目指しておりますの
で御協力をお願いいたします。 

 
 
　第三内科は、腎臓・高血圧内科と糖尿病・内分泌代謝
内科として高血圧、糖尿病、高脂血症など、いわゆる生
活習慣病とよばれる疾患や、腎臓病、内分泌疾患などの
研究と診療をしています。御存知のように高血圧は患者
数約4000万人、糖尿病は予備軍まで含めると約2000万人
の方が罹患しているとされる日本人に最も多い病気であ
り、合併症も全身の臓器に及ぶ点で、高齢化に向かう日
本人が健康に暮らしてゆくために今後ますます重要とな
る分野の一つです。 
　一方で、最近これらの病気は別々のものではなく、相

互に関連することが明らかになってきています。例えば
腎臓が障害される事によって、心臓や脳の血管にも障害
が起きる可能性がある事から、慢性腎臓病（CKD）とし
て重要視されるようになりました。したがってCKDの方
には腎臓のみならず、各臓器について綿密な検査と治療
を行う必要があります。また糖尿病は腎臓、目、神経な
どにおきる様々な合併症に適切に対処していかなければ
なりません。 
　第三内科では、これらの疾患群に対して、専門スタッ
フが地域の医療施設との連携をとりながら最先端の診療
と研究・教育を行っています。 
 

　麻酔・疼痛緩和科外来では、「ペインクリニック」とい
って神経ブロック注射などで痛みを和らげる治療を行って
います。いろいろな部位の痛みがありますが、日本人では
成人の約4割が頭痛もちであるといわれています。しかし、
頭痛もちの多くの方は病院に行かず、市販薬を飲んだり、
じっと我慢されているのが現状です。頭痛はいくつかのタ
イプに分けられますが、タイプによってそれぞれによく利
く薬が違いますし、神経ブロックが非常によく利くタイプ
の頭痛もあります。なかでも「トリプタン」という薬は片
頭痛などに有効で、医療機関でしか扱っておらず、市販の

鎮痛剤よりも効果が高いことが知られています。タイプに
合った薬を飲まないと却って痛みが強くなることがありま
すので、自己判断での薬の服用には注意が必要です。頭痛
を起こさなくすることはできないかもしれませんが、頭痛
が起きても薬や神経ブロックで早めに抑えて、普段どおり
の生活を送ることができます。適切な治療、生活指導によ
り頭痛を克服していきましょう。頭痛専門外来は21年4月よ
り、毎週木曜日の午前中に麻酔・疼痛緩和科外来にて行う
予定です。頭痛でお悩みの方は一度受診されてみてはいか
がでしょうか。 
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「きいてください 院長さん」 投書箱から投書箱から

お知らせ

山本　俊幸 皮膚科学講座 

看護助手にユニフォームができました病気のまめ知識 病気のまめ知識 病気のまめ知識 「冬の乾燥肌対策」

リハビリテーション機能の充実を図るため、リハビリテーションセンターの増改築
工事を実施しておりましたが、21年4月から運用開始予定です。

 
 
　例年秋から冬にかけて、体のあちこち（特に膝から下、腰、背中）
が痒くなる方が大勢みられます。これは、まわりの空気が乾燥す
る影響を受け皮膚の水分・脂分が不足するためで、加齢に伴いひ
どくなります。皮膚の一番外側は角層といって、外界から内部を
保護するバリアー機能と同時に、水分蒸発を防いでいます。肌が
乾燥し、このバリアー機能が低下すると、ささいな刺激にも過敏
に反応し痒みを感じやすくなります。 
　膝から下を例にとると、白い粉をふいたような状態が皮脂欠乏
症といって、さらに炎症（赤み）が加わり、ひび割れのようにみ
える状態になると皮脂欠乏性湿疹になります。また、10円玉くら
いの大きさの湿疹が数箇所出てくるものは貨幣状湿疹と呼ばれます。 
　乾燥肌への対策としては、入浴時の石鹸使用は構いませんが、湯
上りのまだしっとりしているうちに保湿剤（保湿効果を含むクリー
ムやワセリン）をうすく伸ばしてぬります。ゴシゴシ擦りこむの
はよくありません。石鹸は、汚れと共に、皮膚に必要な脂分まで
落としてしまうので、入浴後に外から補う必要があるのです。石
鹸の使用回数を減らすのもよいでしょう。水分を沢山摂取しても
皮膚の乾燥はよくなりません。垢すり、ボディーブラシ、ナイロン
たわし、スポンジの使用はやめましょう。あまり熱い湯につかるの
も逆効果です。温泉は硫黄の成分が強いものは避けるのが賢明です。
肌着は木綿のものが良く、ナイロン、
ウール、毛糸などの素材はやめ、また
縫い目が当たってチクチクする場合
も注意が必要です。痒くなると無意
識のうちに引っ掻いてしまいますが、
引っ掻く行為によって湿疹は悪化し
ますので、掻かないことが大切です。
そのため痒み止めの飲み薬が必要に
なることもあります。爪は短く切っ
ておきましょう。 

　「何の検査をしたのかわからない」、「検査略称がわからない」など病院で行う検査に関する投書が多く
寄せられております。 
　検査部では、主要な血液検査、生化学検査について、略称、検査名称、基準値などを入れたパンフレット
を作成することといたしました。病院でお渡ししている検査結果は略称表示になっているため、患者さんに
は何の検査かわかりにくいところがありましたが、パンフレットを参考にしていた 
だければ、検査の内容、名称、基準値がおわかりいただけるものと思います。パン 
フレットには、少しだけですが検査項目の説明も入れたいと考えております。 
　また、検査部では、検査内容を患者さんにわかりやすく説明した「検査部だより」 
を定期的に作成することにしております。第１号は３月に発行を予定しておりますの 
で、待ち時間などを利用してお読みいただきたいと思います。 
　なお、検査については、担当医あるいは検査部職員にお気軽にお尋ねください。 

　皆さんは看護助手という職業をご存知でしょ
うか。 
　看護助手は、患者さんの食事の介助や、ベ
ッドメイキングなどの環境整備を行ったり、
患者さんの車イスでの移動をお手伝いしたり
する他、看護師のアシスタント的な業務を行
い、看護チームの一員として、看護の質の維
持・向上に協力しています。日常的に患者さ
んと接する看護助手ですが、看護師免許を持
たないため、点滴の交換や吸引などの医療行
為を行うことはできません。今まで看護助手
の勤務時の服装は、通勤時とは区別したもの
を着用してもらう以外特に決まりは無く、患
者さんから「私服のため清潔感が無い」とご
指摘がありました。そこで、私服とは区別し
て清潔感を保ち、患者さんに一見して職種の
区別がつくよう、平成21年4月から、看護助
手については写真のユニフォームを着用する
予定です。ユニフォームの色は、暖かみのあ
る薄いピンク色を
選びました。 
　患者さんが少し
でも過ごしやすく、
安心して治療に取
り組めますよう、
看護助手もお手伝
いしてまいります
ので、何かありま
したらお気軽にお
声をかけてくださ
い。 
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平日　  7時～20時 
土日祝  9時～19時 

アメリカ シアトル生まれのスペシャルティ
コーヒーストア。 
高品質のアラビカ種コーヒー豆から抽
出したエスプレッソがベースのバラエティ
豊かなエスプレッソドリンクやペストリー、
サンドイッチをお楽しみいただけます。 

営業 
時間 

スターバックスコーヒー福島県立医科大学附属病院店スターバックスコーヒー福島県立医科大学附属病院店

※次号は、5月中旬頃に発行いたします。 

栄養士からアドバイス ──みなさんは朝ごはんを食べていますか？── 「機械設備管理　ダイダン」「機械設備管理　ダイダン」です

病院ボランティア「けやきの会」　りれー通信 5

和田　裕子 「楽しみのボランティア」 

　布団から出るのに少し勇気のいるこの時期、朝ご
はんを後回しにしてはいないでしょうか？ 
　平成19年度の国民健康・栄養調査によると、朝ご
はんを食べない人の割合は、男性は30歳代で約3人に
1人、女性は20歳代で約4人に1人で、年々増加傾向に
あります。 
　健康的な一日は、朝ごはんから始まります。朝ご
はんは、味・におい・視覚・音・舌触りなど体の五
感を刺激し、体を目覚めさせ、体温を上げます。さ
らに、集中力が高まることから、食べる子供の方が
食べない子供に比べて、成績が良いという調査結果
もあります。 
　それでは、どのような朝ごはんが望ましいのでしょ
うか？ 
　大切なのは、脳に唯一のエネルギー源であるブドウ
糖を供給するごはんやパンなどの主食、卵や肉、魚、納
豆などの主菜、そして、野菜をたっぷり入れた具沢
山の味噌汁やスープなど 
はいかかでしょうか。野菜 
をたっぷり入れれば、副菜 
としても汁としても大満足 
な一品に仕上がります。 
　朝ごはんで五感を刺激し 
て、今日も元気に一日を始 
めませんか？ 

　皆様には、機械設
備管理とは何をする
のか聞き慣れない言
葉だと思いますので
業務内容など説明さ
せて頂きます。 
　私たちが常駐して
いる場所は、病院地
下中央からやや東寄
りの北側に位置する
中央監視室です。室
内には病院の空気調

和、衛生設備機器の運転状態を監視出来るモニターが設置され、
機器の運転や停止、病院内の空調温度・湿度の調整を行い入院
患者さん、外来患者さんやお見舞いで来院される方々が快適に
過ごす事ができるように調整を行っています。 
　壁面には電力・防災・熱源・エレベーター・搬送・エアーシュ
ーターの表示パネルを配置し、24時間運転状態の監視を行って
います。 
　他には病院内の設備機器の点検、整備を行い常に設備機器の
能力が十分出せる状態を作り、病院内の住環境を最適に保つ事
が出来るように、空気調和だけでなく給排水衛生器具の整備点
検も行っています。 
　給水については週1回ごとに消毒用の残留塩素測定、給湯につ
いては温度及び残留塩素測定を行い雑菌の繁殖を防いでいます。
他にも、排水の詰まり直しやトイレ・洗面所等の衛生陶器・排水
金物・水栓の整備点検、屋外の雨水排水管清掃等の業務も行っ
ています。病院医療の裏方的役割を果たしている部署と思って
いますので空気調和、給水、給湯、排水、衛生器具の不具合が
あれば、直ぐに改善しますのでよろしくお願いいたします。  

　病院のボランティアは、福島に来てすぐに始めたので、そ
ろそろ6年になります。それまでは10年以上、水族館で魚を
相手にしていたので、人間の、しかも、病気や悩みを抱えて
いらっしゃる患者さんのお手伝いをうまく出来るものか、少
し不安でした。 
　初めの頃は、ひたすら自動受付機の奥に居を構え、優しく
てきぱきと患者さんを案内する先輩ボランティアの様子を見
ながら、こわごわでしたが、今は、いろんな患者さんとお話
出来るのが、楽しくなりました。 
　ボランティアがいいなと思うことの1つに、効率を求めら
れないことがあります。  
　1日に千何百人と来られる患者さんは、病気に不安を抱えた 

り、これから始まる診察に緊張したり、
手続きは分かるかしら？荷物はどうしよ
う、診察室まで一人でいけるかしら？と、
大なり小なりとまどいや不安をもってい
らっしゃるのが、入り口に立っていると
よく分かります。  
　患者さん全員を、もれなく時間内に応対
しなければならないスタッフの皆さんの中
で、病院に入ってすぐのここだけは、ゆっ
くり、自分のペースにあわせてお話なり、お手伝いなり出来
るスペースなのが、とても気に入っています。 
 
　余談ですが、魚の世界への思いもいまだ断ち切りがたく、
将来、院内に水槽設置の機会もねらってます！ 

電話　024－547ー1021　メール　f-idaihp@fmu.ac.jp


